
佐賀県社会人サッカー連盟懲罰規程 

 

 （総則） 

第１条 本規程は，佐賀県社会人サッカー連盟における懲罰について規定する。 

 （リーグ運営細則違反に関すること） 

第２条 佐賀県社会人サッカーリーグ運営細則（以下、リーグ運営細則という。）違反に関す

ることは、次の各号に規定する。なお、懲罰の内容によっては、公益財団法人日本サッカー

協会（以下「日本サッカー協会という。」）懲罰規程に基づき運営委員会において審議決定す

る。必要のある場合は、佐賀県サッカー協会規律委員会又は裁定委員会の裁定を仰ぐ。 

① 参加料を指定期日までに納入しなかったチーム。 

② 佐賀県社会人リーグ(以下「リーグ」という。)に割当ての審判員を派遣しなかったチー

ム。 

③ リーグで審判服を着用しないチーム。リーグ当番チーム及び各対戦試合チームは，個々

に違反状況を報告すること。 

④ 各種九州大会・県リーグを放棄したチーム。 

⑤ 正当な理由なくしてリーグ入替戦及び地域リーグ決勝大会を放棄したチーム。 

⑥ リーグ運営細則に規定する事項及び本規定を怠ったチーム又は選手。 

⑦ リーグ運営細則第９条に規定する本連盟の名誉を汚す行為を行った者、若しくは、暴

行、傷害、侮辱等その他粗暴な行為を行ったチーム又は選手。 

⑧ リーグ運営細則第１１条に規定する当番を放棄したチーム。 

⑨ リーグ戦において、未登録または二重登録などの不正選手が出場していた場合、それ

が判明した時点で相手チームの勝ちとして試合を打ち切る。しかし、既に行われた試合

にまで遡って適用しない 。 

⑩ 上記各号について、該当チーム又は選手は原則として佐賀県社会人サッカー連盟協力

金五萬円を支払う。また、そのチームは上位リーグへの昇格を認めない。やむを得ない

場合は運営委員会において審議決定し、けん責処分とする。 

２ この規約に定めのない事項は、または疑義を生じた場合は、運営委員会において審議決

定する。 

（警告及び退場に関すること） 

第３条 大会等とは、次の各号の大会をいう。 

 ① 社会人大会（全国大会、九州大会及び佐賀県予選） 

② クラブチーム大会（全国大会、九州大会及び佐賀県予選） 

③ 天皇杯（全国大会及び佐賀県選手権大会） 

④ 国体（（本国体及び九州ブロック大会）ただし、２試合以上の出場停止の処分は除く。） 

⑤ リーグ（九州各県リーグ決勝大会、入替戦、地区リーグ決勝大会） 

２ 大会等で退場処分を受けた選手については、同一大会（リーグ）の直近の試合を、同大

会が終了もしくは敗退した場合は、直近の公式試合を出場停止する。 

３ 大会等で警告処分を受けた選手については、当該各々の大会又はリーグ戦において警告

回数を累積し、２回累積した場合は当該大会及びリーグ戦の直近の公式試合を出場停止す

る。 

４ 退場を命じられた選手は、次の試合への出場を停止し、必要のある場合は、規律フェア

プレー委員会で裁定する。 

５ 年度を通じて所属リーグで特に警告及び退場が多いと判断されたチームは，譴責処分と

する。 

６ リーグ期間中の警告累積については同一チーム内での累積とし、移籍した場合は 1試合

を消化した時点で消滅するものとする。退場処分については、佐賀県社会人サッカー連盟

において審議決定する。 

（礼儀に関すること） 

第４条 選手は，役員，審判，運営委員及び当番チームにはリスペクトの精神を持って接す

ること。それに反した場合は、運営委員会又は規律委員会で裁定する。 

（服装に関すること） 

第５条 主審が背番号を確認できないと判断した選手は試合に参加させないことができる。 

２ ゴールキーパーを除く選手の服装の色は統一されていなければならない。異なった服装



を着用した選手は試合に参加させないことができる。パンツ及びソックスについてもデザ

インやラインが異なる場合は同色であっても試合に参加させないことができる。 

３ サイドポケットやファスナーの付いたシャツ及びパンツを着用した選手は参加させない。 

４ レガースを装着していない選手は試合に参加させない。 

５ 対戦チームのユニフォームの色は、試合前のマッチコーディネーションミーティングで

主審が決定する。 

 

附 則 

 （施行期日） 

第１条 この細則は，平成１９年度から施行する。 

    この細則は，平成３０年度から施行する。 

    この細則は，２０２４年度から施行する。 

    この細則は，２０２５年度から施行する。 

この細則は、２０２６年度から施行する。 

 


